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『
法
華
経
』に
お
け
る
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
概
念
と
一
仏
乗
の
思
想

菅
野　

博
史

１　

は
じ
め
に

　
『
法
華
経
』
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
か
ら

成
立
し
始
め
る
大
乗
仏
教
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
多
く
の
学
者

は
、
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
紀
元
後
二
世
紀
ま
で
の
間
に
成
立
し

た
と
推
定
し
て
い
る
。
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
竺
法
護
（
生
年

お
よ
そ
二
三
〇
年
代
で
、
七
十
八
歳
死
去
）
が
中
国
で
『
正
法
華
経
』

十
巻
と
し
て
漢
訳
し
た
の
が
二
八
六
年
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
に
限
ら
ず
、
大
乗
経
典
の
成
立
に
は
謎
が
多
い
が
、

『
法
華
経
』
の
場
合
、『
法
華
経
』
に
先
行
す
る
他
の
大
乗
経
典

と
の
関
係
、と
く
に
『
般
若
経
』
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。『
法

華
経
』
は
『
般
若
経
』
の
思
想
を
踏
ま
え
て
、『
般
若
経
』
の
後

に
成
立
し
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
他
方
、『
法
華
経
』

は
『
般
若
経
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、『
般
若
経
』
と
は
独
立
に

成
立
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
は
本
稿
で
考
察
す
る
『
法
華
経
』

の
一
仏
乗
の
思
想
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

誰
が
『
法
華
経
』
を
読
ん
で
も
、『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
が

方
便
品
第
二
に
説
か
れ
る
一
乗
、
一
仏
乗
の
思
想
で
あ
る
こ
と

に
は
容
易
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
の
現
行
本
を
見
れ

ば
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
も
『
法
華
経
』
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の
中
心
思
想
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、『
法
華

経
』
の
歴
史
的
成
立
の
視
点
か
ら
は
、
一
仏
乗
の
思
想
が
よ
り

早
期
の
成
立
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
るあ
。

２　

方
便
品
の
一
仏
乗
の
思
想

　

で
は
、
方
便
品
の
内
容
に
沿
っ
て
、
一
仏
乗
の
思
想
と
は
何

か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
序
品
に
お
い
て
釈
尊
は
無
量
義
処
三

昧
に
入
っ
た
が
、
続
く
方
便
品
第
二
で
は
、
そ
の
三
昧
か
ら
出

た
釈
尊
が
舎
利
弗
を
相
手
に
語
り
出
す
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
、

重
要
な
箇
所
な
の
で
次
に
鳩
摩
羅
什
訳
か
ら
の
現
代
語
訳
を
引

用
す
る
。（　
）
に
は
原
文
の
漢
訳
の
用
語
を
入
れ
る
。

　

仏
た
ち
の
智
慧
は
と
て
も
深
遠
で
計
量
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
の
智
慧
﹇
に
入
る
教
え
﹈
の
門
は
理
解
す
る
こ

と
が
難
し
く
入
る
こ
と
が
難
し
い
。
す
べ
て
の
声
聞
や
縁

覚
の
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は

何
か
。
仏
は
百
千
万
億
と
い
う
数
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

多
く
の
仏
た
ち
に
近
づ
き
、
仏
た
ち
の
計
量
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
多
く
の
仏
道
を
残
り
な
く
修
行
し
、
勇
ま
し
く

強
く
、
熱
心
に
努
力
し
て
、
名
声
が
く
ま
な
く
広
が
り
、

と
て
も
深
遠
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
す
ば
ら
し
い
法
（
甚
深

未
曾
有
法
）
を
完
成
し
、
相
手
の
都
合
に
合
わ
せ
て
（
随
宜
）

説
く
教
え
の
趣
旨
は
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ

る
。

　

舎
利
弗
よ
。
私
は
成
仏
し
て
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
い
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
譬
喩
に
よ
っ
て
敷
衍
し
て
教
え
を
説
き
、
数

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
巧
み
な
手
段
に
よ
っ
て
衆

生
を
導
い
て
執
著
か
ら
離
れ
さ
せ
た
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

如
来
は
巧
み
な
手
段
と
智
慧
と
の
完
成
が
ど
ち
ら
も
備
わ

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
。
如
来
は
智
慧
が
広

く
大
き
く
深
く
遠
く
、﹇
四
種
の
﹈
無
量
﹇
心
﹈・﹇
四
種
の
﹈

無
礙
﹇
弁
﹈・﹇
十
種
の
﹈
力
・﹇
四
種
の
﹈
無
所
畏
・﹇
色

界
の
四
種
の
﹈
禅
定
・﹇
八
種
の
﹈
解
脱
・﹇
三
種
の
﹈
三

昧
﹇
の
境
地
﹈
に
際
限
の
な
い
ほ
ど
深
く
入
っ
て
、
す
べ

て
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
す
ば
ら
し
い
法
を
完
成
し
て
い
る
。

舎
利
弗
よ
。
如
来
は
多
く
の
法
を
さ
ま
ざ
ま
に
区
別
し
て

巧
み
に
説
き
、
言
葉
は
も
の
や
わ
ら
か
で
、
人
々
の
心
を

喜
ば
せ
る
。
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舎
利
弗
よ
。
要
点
を
取
り
あ
げ
て
言
う
と
、
計
量
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
限
界
も
無
い
多
く
の
こ
れ
ま
で
に
な
い

す
ば
ら
し
い
法
（
無
量
無
辺
未
曾
有
法
）
に
つ
い
て
、
仏
は

す
べ
て
完
成
し
た
。﹇
こ
れ
以
上
語
る
こ
と
を
﹈
止
め
よ
う
。

舎
利
弗
よ
。
も
は
や
説
く
必
要
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
何

か
。
仏
の
完
成
し
た
も
の
は
、
最
高
で
、
稀
有
で
、
理
解

す
る
こ
と
が
難
し
い
法
（
第
一
希
有
難
解
之
法
）
で
あ
り
、

た
だ
仏
と
仏
と
だ
け
が
は
じ
め
て
﹇
仏
の
完
成
し
た
﹈
多

く
の
法
の
真
実
の
様
相
（
諸
法
実
相
）
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹇
仏
の
完
成
し
た
﹈
多

く
の
法
は
、
こ
の
よ
う
な
外
面
的
特
徴
（
如
是
相
）、
こ
の

よ
う
な
内
面
的
性
質
（
如
是
性
）、
こ
の
よ
う
な
実
体
（
如
是

体
）、
こ
の
よ
う
な
潜
在
的
な
能
力
（
如
是
力
）、
こ
の
よ
う

な
顕
在
的
な
活
動
（
如
是
作
）、こ
の
よ
う
な
原
因
（
如
是
因
）、

こ
の
よ
う
な
条
件
（
如
是
縁
）、こ
の
よ
う
な
結
果
（
如
是
果
）、

こ
の
よ
う
な
報
い
（
如
是
報
）、
こ
の
よ
う
な
﹇
外
面
的
特

徴
か
ら
報
い
ま
で
の
﹈
本
と
末
と
が
究
極
的
に
等
し
い
こ

と
（
如
是
本
末
究
竟
等
）、
と
い
う
様
相
を
し
て
い
る
。

　

諸
仏
智
慧
甚
深
無
量
。
其
智
慧
門
難
解
難
入
。
一
切
声

聞
・
辟
支
佛
所
不
能
知
。
所
以
者
何
、
仏
曾
親
近
百
千
万

億
無
數
諸
仏
、
尽
行
諸
仏
無
量
道
法
、
勇
猛
精
進
、
名
称

普
聞
、
成
就
甚
深
未
曾
有
法
、
随
宜
所
説
意
趣
難
解
。

　

舎
利
弗
。
吾
従
成
仏
已
来
、
種
種
因
縁
、
種
種
譬
喩
、

広
演
言
教
、
無
数
方
便
、
引
導
衆
生
、
令
離
諸
著
。
所
以

者
何
、
如
来
方
便
知
見
波
羅
蜜
皆
已
具
足
。
舍
利
弗
。
如

来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
量
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
・
禅

定
・
解
脱
・
三
昧
、
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曾
有
法
。

舍
利
弗
。
如
来
能
種
種
分
別
、
巧
説
諸
法
、
言
辞
柔
軟
、

悦
可
衆
心
。

　

舍
利
弗
。
取
要
言
之
、
無
量
無
辺
未
曾
有
法
、
仏
悉
成
就
。

止
、
舍
利
弗
。
不
須
復
説
。
所
以
者
何
、
仏
所
成
就
第
一

希
有
難
解
之
法
。
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
。
所

謂
諸
法
、
如
是
相
、
如
是
性
、
如
是
体
、
如
是
力
、
如
是
作
、

如
是
因
、
如
是
縁
、
如
是
果
、
如
是
報
、
如
是
本
末
究
竟
等
。

（T 9 . 5 b25 -c13

）

　

こ
の
引
用
文
の
も
っ
と
も
重
要
な
論
点
は
、
末
尾
の
部
分
に

示
さ
れ
る
、
仏
は
「
計
量
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
限
界
も
無
い

多
く
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
す
ば
ら
し
い
法
」
を
完
成
し
て
い
る
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こ
と
、
仏
と
仏
と
だ
け
が
こ
の
「（
仏
の
完
成
し
た
）
多
く
の
法
」、

つ
ま
り
仏
が
過
去
世
に
お
い
て
無
数
の
仏
た
ち
に
近
づ
き
、
無

限
の
修
行
を
実
践
し
て
完
成
し
た
「
と
て
も
深
遠
で
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
す
ば
ら
し
い
法
」（
四
無
量
心
・
四
無
礙
弁
・
十
力
・
四
無

所
畏
・
四
禅
定
・
八
解
脱
・
三
三
昧
な
ど
の
具
体
的
徳
目
を
内
容
と
す

る
仏
の
智
慧
）
の
真
実
の
様
相
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
方
便
品
の
記
述
は
、
釈
尊
の
ダ
ン
マ
（dham

m
a

）
の
悟
り

を
下
敷
き
に
し
て
構
想
さ
れ
て
い
るい
。
釈
尊
は
三
十
五
歳
の
と

き
、
菩
提
樹
の
下
で
坐
禅
瞑
想
し
て
悟
り
を
開
い
た
。
し
か
し
、

釈
尊
は
世
の
人
々
が
欲
望
に
支
配
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
分
の

悟
っ
た
ダ
ン
マ
（
法
）
を
と
て
も
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
考

え
、
そ
の
ダ
ン
マ
を
説
く
こ
と
を
断
念
し
て
、
そ
の
ま
ま
涅
槃

に
入
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
、
梵
天
が
現
わ
れ
釈
尊
に
説
法

を
願
っ
た
。
こ
れ
を
梵
天
勧
請
と
い
う
。『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ

カ
ー
ヤ
』
に
は
、「
わ
た
し
の
さ
と
っ
た
こ
の
真
理
は
深
遠
で
、

見
が
た
く
、
難
解
で
あ
り
、
し
ず
ま
り
、
絶
妙
で
あ
り
、
思
考

の
域
を
超
え
、
微
妙
で
あ
り
、
賢
者
の
み
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で

あ
る
」（Saṃ

yutta-N
ikāya, pp. 136;  

中
村
元
訳
『
悪
魔
と
の
対
話
』
八

十
三
頁
、
岩
波
文
庫
）
と
あ
る
。「
真
理
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
パ
ー

リ
語
の
原
語
は
ダ
ン
マ
（dham

m
a

）
で
あ
る
。
漢
訳
で
は
「
法
」

と
訳
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
ば
か
り
の
と
き
の
こ

と
で
あ
る
が
、
釈
尊
は
心
の
な
か
で
、「
他
人
を
尊
敬
す
る
こ
と

な
く
、
長
上
に
柔
順
で
な
く
暮
ら
す
こ
と
は
、
や
り
切
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
し
か
し
、「
わ
た
し
よ
り
も
以
上
に

〈
わ
れ
は
解
脱
し
た
と
確
か
め
る
自
覚
〉
を
達
成
し
て
い
る
人
な

る
も
の
を
見
な
い
」
た
め
に
、「
む
し
ろ
、
わ
た
し
は
、
わ
た
し

が
さ
と
っ
た
こ
の
理
法
を
尊
び
、
敬
い
、
た
よ
っ
て
暮
ら
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
」（Saṃ

yutta-N
ikāya, I, pp . 139 -140 ; 

中
村
元
訳
『
悪

魔
と
の
対
話
』
八
十
七
〜
八
十
九
頁
、
岩
波
文
庫
）
と
結
論
を
下
し
た
。

こ
こ
の
「
理
法
」
の
原
語
も
ダ
ン
マ
で
あ
る
。
釈
尊
の
こ
の
結

論
に
対
し
て
、
梵
天
も
支
持
を
表
明
し
、
三
世
の
諸
仏
は
す
べ

て
サ
ッ
ダ
ン
マ
（saddham

m
a

）
を
尊
敬
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
根
本
の
悟
り
に
つ
い
て
、
原
始
経
典

に
は
、
ダ
ン
マ
を
悟
り
、
ダ
ン
マ
を
尊
敬
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
ダ
ン
マ
に
正
し
い
と
い
う
形
容
語
を
付
け
た
も
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の
が
サ
ッ
ダ
ン
マ
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
正
法
と
漢
訳
さ
れ
る
。

　

一
方
、『
法
華
経
』の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
タ
イ
ト
ル
は
、
サ

ッ
ダ
ル
マ
・
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
・
ス
ー
ト
ラ
（Saddharm

apuṇḍarīka-

sūtra

）
と
い
い
、
竺
法
護
は
「
正
法
華
経
」、
鳩
摩
羅
什
は
「
妙

法
蓮
華
経
」
と
訳
し
た
。
釈
尊
の
悟
り
の
原
点
で
あ
る
サ
ッ
ダ

ン
マ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、saddharm

a

）
を
そ
の
ま
ま
経
典

の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。『
法
華
経
』
と

い
う
経
典
が
釈
尊
の
ダ
ン
マ
の
悟
り
を
何
よ
り
も
重
視
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、『
般
若
経
』
が
般
若
波
羅
蜜
＝
智

慧
の
完
成
を
重
視
す
る
の
と
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、『
法
華
経
』
の
中
で
、
こ
の
サ
ッ
ダ
ル
マ
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
答

え
は
、
上
の
引
用
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。
方
便
品
で
は
、
仏
の

智
慧
を
ダ
ル
マ
と
言
い
換
え
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

四
無
量
心
・
四
無
礙
弁
・
十
力
・
四
無
所
畏
・
四
禅
・
八
解

脱
・
三
三
昧
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
語
句
の
説
明
は
省
略

す
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仏
の
智
慧
や
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

の
瞑
想
の
境
地
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
ダ
ル
マ
は
た
ん
に
抽

象
的
、
客
体
的
な
理
法
で
は
な
く
、
仏
が
修
行
に
よ
っ
て
我
が

身
に
体
得
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
具
体
的
な

徳
目
と
し
て
説
明
さ
れ
る
仏
の
智
慧
、
境
地
な
の
で
あ
るう
。
こ

の
ダ
ル
マ
の
現
実
性
、
力
動
性
、
主
体
性
は
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
こ
の
仏
の
智
慧
が
仏
以
外
に
は
理
解
で
き
な

い
と
い
う
仏
の
智
慧
の
超
越
性
を
一
方
で
強
調
し
な
が
ら
、
仏

に
は
智
慧
＋
慈
悲
と
し
て
の
方
便
力
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

も
仏
の
智
慧
を
衆
生
に
巧
み
に
説
い
て
き
た
と
し
、
さ
ら
に
、

こ
の
仏
の
智
慧
を
衆
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
衆
生
を

成
仏
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
釈
尊
の
こ
の
世
に
出
現
し
た
唯
一

の
目
的
（
一
大
事
因
縁
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
再
び
、
方
便
品
の
内
容
に
戻
っ
て
説
明
し
よ
う
。

　

先
の
引
用
文
の
後
に
、
舎
利
弗
は
釈
尊
に
三
回
に
わ
た
っ
て

説
法
を
請
い
、
釈
尊
も
そ
れ
に
応
え
て
説
法
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
五
千
人
の
増
上
慢
の
者
が
『
法
華
経
』
の
集
会
か
ら
退

席
し
て
し
ま
うえ
。
釈
尊
は
彼
ら
の
退
席
を
制
止
す
る
こ
と
な
く
、

か
え
っ
て
残
っ
た
者
は
純
粋
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
と
い
っ
て
、

い
よ
い
よ
釈
尊
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
理
由
・
目
的
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

そ
れ
は
唯
一
の
重
大
な
事
が
ら
（
仕
事
）
の
た
め
で
あ
り
、
そ
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の
仕
事
と
は
衆
生
に
仏
知
見
（
梵
本
で
は
、tathāgata-jñāna-darśana

と
い
い
、
仏
の
智
慧
を
意
味
す
る
）
を
開
き
、
示
し
、
悟
ら
せ
、
仏

知
見
の
道
に
入
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
仏
・
世
尊
た
ち
は
唯
一
の
偉
大
な
仕
事
と
い
う
理
由
の

た
め
に
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
仏
・
世
尊
た
ち
は
唯
一
の
偉
大
な

仕
事
と
い
う
理
由
の
た
め
に
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
こ
と

と
名
づ
け
る
の
か
。
仏
・
世
尊
た
ち
は
衆
生
に
仏
の
智
慧

を
開
か
せ
て
清
浄
な
状
態
に
な
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
す

る
の
で
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
。
衆
生
に
仏
の
智
慧
を
示

そ
う
と
す
る
の
で
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
。
衆
生
に
仏
の

智
慧
を
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
で
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
。

衆
生
を
仏
の
智
慧
の
道
に
入
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
で
、
こ

の
世
に
出
現
す
る
。
舎
利
弗
よ
。
以
上
が
仏
た
ち
は
唯
一

の
偉
大
な
仕
事
と
い
う
理
由
の
た
め
に
、
こ
の
世
に
出
現

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。

　

諸
仏
世
尊
唯
以
一
大
事
因
縁
故
、
出
現
於
世
。
舍
利
弗
。

云
何
名
諸
仏
世
尊
唯
以
一
大
事
因
縁
故
、
出
現
於
世
。
諸

仏
世
尊
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
、
使
得
清
浄
故
、
出
現
於
世
。

欲
示
衆
生
仏
之
知
見
、
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
悟
仏
知

見
、
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
入
仏
知
見
道
、
故
出
現
於
世
。

舍
利
弗
。
是
為
諸
仏
以
一
大
事
因
縁
故
、
出
現
於
世
。（T 9 . 

7 a21 -28

）

と
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
切
衆
生
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
じ
め
て
仏
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
目
的
が
は
っ
き
り
と
示
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
一
仏
乗
の
思
想
と
い
う
。
つ
ま
り
、

す
べ
て
の
衆
生
が
平
等
に
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思

想
で
あ
り
、『
法
華
経
』
の
も
っ
と
も
重
要
な
宗
教
的
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
一
つ
で
あ
るお
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
歓
喜
し
た
神
々
は
こ
の
一
仏
乗

の
説
法
に
つ
い
て
、「
仏
は
昔
、
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
に
お
い
て

は
じ
め
て
法
輪
を
転
じ
た
が
、
今
、
ふ
た
た
び
無
上
最
大
の
法

輪
を
転
じ
ら
れ
た
（
仏
昔
於
波
羅
奈
初
転
法
輪
、
今
乃
復
転
無
上
最
大

法
輪
）」（T 9 . 12 a15 -17

）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ヴ
ァ
ー
ラ
ー

ナ
シ
ー
の
ム
リ
ガ
ダ
ー
ヴ
ァ
（
鹿
野
苑
）
に
お
け
る
初
転
法
輪
（
中

道
と
四
諦
を
説
い
た
）
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
の
方
便
品
の
一
仏

乗
の
思
想
を
第
二
の
最
高
の
法
輪
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
初
転
法
輪
に
対
比
さ
れ
る
第
二
の
法
輪
と
い
う
考
え
は
、

『
法
華
経
』
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
いか
が
、
こ
の
こ
と
は
伝

統
的
な
部
派
仏
教
の
伝
承
す
る
原
始
経
典
が
釈
尊
の
初
転
法
輪

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
乗
経
典
が
釈
尊
の
第

二
の
法
輪
に
基
づ
く
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
大
乗
経
典
は
新

た
な
創
造
で
あ
る
こ
と
を
、『
法
華
経
』
の
編
纂
者
が
十
分
に
自

覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

３　

一
仏
乗
と
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
関
係

　

以
上
、
方
便
品
の
内
容
に
沿
っ
て
、『
法
華
経
』
の
一
仏
乗
の

思
想
に
つ
い
て
見
た
。
要
す
る
に
、
阿
羅
漢
、
縁
覚
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
誰
も
が
ゴ
ー
ル
と
し
て
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る

と
説
く
こ
と
が
一
仏
乗
の
思
想
で
あ
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
誰

も
が
分
け
隔
て
な
く
、
成
仏
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
典
に

は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
概
念
が
ダ
ル
マ
、

サ
ッ
ダ
ル
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
原
始
経
典
に
は
、
仏
が
ダ
ン
マ
に
目

覚
め
て
成
仏
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
方
便
品
に
説
か

れ
る
内
容
も
、
仏
だ
け
が
ダ
ル
マ
を
十
全
に
実
現
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
た
。『
法
華
経
』
と
ダ
ル
マ
を
め
ぐ
る
重
要
な
事
が
ら

を
、
以
下
に
整
理
す
る
。

　

１
．『
法
華
経
』
の
な
か
に
は
、
現
在
の
釈
尊
ば
か
り
で
な
く
、

釈
尊
以
前
の
複
数
の
過
去
仏
た
ち
が
『
法
華
経
』
を
説
い
た
と

い
う
物
語
が
説
か
れ
るき
が
、『
法
華
経
』
の
意
図
を
汲
め
ば
、
過

去
、
現
在
、
未
来
の
あ
ら
ゆ
る
仏
が
共
通
に
説
く
究
極
の
教
え

を
『
法
華
経
』
と
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
釈
尊

を
は
じ
め
と
す
る
諸
仏
は
、
ダ
ル
マ
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
を
悟
っ
て
、

は
じ
め
て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
サ
ッ
ダ

ル
マ
を
詳
し
く
説
い
た
経
典
が
サ
ッ
ダ
ル
マ
・
プ
ン
ダ
リ
ー

カ
・
ス
ー
ト
ラ
、
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
と
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
法
華
経
』
の
編
纂
者
は
そ
の
よ
う

に
考
え
た
の
で
、
経
典
の
タ
イ
ト
ル
に
サ
ッ
ダ
ル
マ
を
取
り
入

れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
が
自
分
の
悟

っ
た
サ
ッ
ダ
ル
マ
を
説
く
の
で
あ
り
、
そ
の
説
法
の
内
容
が
と

り
も
な
お
さ
ず
『
法
華
経
』
と
命
名
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、『
法
華

経
』
の
普
遍
性
と
永
遠
性
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
編
纂
者
の
意

図
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
．
ダ
ル
マ
の
実
現
は
特
定
の
仏
ば
か
り
で
な
く
、
理
念
的
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に
は
万
人
に
開
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
法
華
経
』
は
こ

の
こ
と
に
基
づ
い
て
、
万
人
が
成
仏
す
る
と
い
う
一
仏
乗
の
思

想
を
形
成
し
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
羅
漢
を
目
標
と
す

る
声
聞
乗
や
、
辟
支
仏
を
目
標
と
す
る
縁
覚
乗
は
方
便
の
教
え

で
あ
り
、
真
実
に
は
一
仏
乗
し
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
るく
。

　

３
．『
法
華
経
』
は
仏
教
以
外
の
宗
教
に
言
及
す
る
こ
と
は
少

な
く
、
主
に
仏
教
の
内
部
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
筆
者
は
、『
法
華
経
』
の
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
普
遍
性
は
仏
教

の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
考
え
る
。
他
宗
教

の
信
仰
者
に
対
し
て
も
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
側
は
決
し
て
差
別
し

な
い
。
つ
ま
り
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
は
誰
に
お
い
て
も
実
現
可
能
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、パ
ー
リ
の
『
涅
槃
経
』
に
、「
尊

師
が
み
ご
と
に
説
か
れ
た
法
（dham

m
o

）
は
、
現
に
あ
り
あ
り

と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（sandiṭṭhiko

）、
直
ち
に
き
き
め
の
あ

る
も
の
で
あ
り
（akāliko

）、
実
際
に
確
か
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
（ehi-passiko

）、
理
想
の
境
地
に
み
ち
び
く
も
の
で
あ
り

（opanayiko

）、
諸
々
の
知
者
が
各
自
み
ず
か
ら
証
す
る
も
の
で
あ

る
（paccattaṃ

 veditabbo viññūhi

）」（M
ahāparinibbāna-suttanta, 

D
īgha-N

ikāya, II, p. 93; 

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
』
五
〇
頁
、
岩

波
書
店
、
一
九
八
〇
年
を
参
照
。
参
考
の
た
め
に
、
中
村
元
氏
の
翻
訳

文
の
な
か
に
、
対
応
す
る
パ
ー
リ
語
を
挿
入
し
た
）
と
あ
る
の
が
印
象

的
で
あ
る
。
仏
教
の
ダ
ン
マ
が
、
現
実
的
で
あ
り
、
誰
に
も
体

験
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
実
際
に
確
か

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（ehi-passiko

）」
は
、
文
字
通
り
に
は
、

「
来
た
れ
、
見
よ
」
と
い
う
意
味
で
、
誰
で
も
が
や
っ
て
来
て
、

実
際
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
真
理
と
い
う
点
で
、
仏
教
の
真
理

観
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
サ
ッ
ダ
ル
マ
は
誰
に
お
い

て
も
実
現
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
た
と
え
信
仰
す

る
宗
教
が
相
違
し
て
も
、
す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
を
認
め
る
態

度
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
常
不
軽
菩
薩
の
実

践
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

４
．
常
不
軽
菩
薩
は
、
自
分
の
出
会
う
あ
ら
ゆ
る
比
丘
・
比

丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
に
向
か
っ
て
、
彼
ら
を
礼
拝
し
、
ほ

め
た
た
え
て
「
私
は
深
く
あ
な
た
た
ち
を
尊
敬
す
る
。
軽
ん
じ
、

あ
な
ど
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
な
た
た
ち
は

み
な
菩
薩
の
修
行
を
実
践
し
て
、
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
ら
で
す
（
我
深
敬
汝
等
、
不
敢
軽
慢
。
所
以
者
何
、
汝
等
皆

行
菩
薩
道
、
当
得
作
仏
）」（T 9 . 50 c19 -20

）
と
語
り
か
け
るけ
。
こ
れ
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は
、
す
べ
て
の
人
間
が
将
来
に
お
い
て
菩
薩
の
修
行
を
実
践
し

て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
人
間
を
も
っ
と
も
尊
厳

視
し
た
思
想
と
実
践
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
間
を
未

来
の
仏
と
し
て
尊
敬
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
の
資
格
も

権
限
も
な
い
常
不
軽
菩
薩
の
授
記
の
行
為
は
周
囲
の
怒
り
と
反

感
を
買
っ
て
、
ひ
ど
い
迫
害
の
憂
き
目
に
遭
う
が
、
常
不
軽
菩

薩
は
こ
の
実
践
を
生
涯
貫
い
た
。
常
不
軽
菩
薩
の
実
践
は
、
現

代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
も
重
要
な
生
き
方
を
示
唆
し
て
く

れ
る
と
思
う
。
自
分
の
成
仏
を
固
く
信
じ
、
そ
し
て
す
べ
て
の

他
者
の
成
仏
を
固
く
信
じ
て
、
相
手
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
く
実
践
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
具
体
的
な
形
あ
る
物
を
相

手
に
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
自
己
の
尊
厳
に
目
覚
め
る

こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
私
が
相
手
を
仏
と
し
て
礼
拝
す

る
と
き
、
ま
だ
顕
現
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
相
手
の
仏
（
仏
性
）

が
私
を
礼
拝
す
る
と
い
う
関
係
、
相
手
を
尊
敬
す
る
こ
と
が
と

り
も
な
お
さ
ず
自
己
の
仏
性
を
顕
現
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
関

係
が
そ
こ
に
は
成
立
し
て
い
る
。『
法
華
経
』
の
提
示
す
る
「
共

生
」
の
思
想
は
、
と
も
に
成
仏
す
る
こ
と
の
で
き
る
尊
い
存
在

と
し
て
互
い
に
尊
敬
す
る
縁
起
的
共
生
関
係
を
基
盤
と
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

５
．
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
排
他
主
義
・

包
括
主
義
・
多
元
主
義
と
い
う
枠
組
み
を
便
宜
的
に
用
い
て
考

察
す
る
と
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
主
体
化
・
実
現
化
に
、
仏
教
の
特

定
の
信
仰
・
修
行
が
不
可
欠
と
す
る
な
ら
ば
、『
法
華
経
』
の
立

場
は
多
元
主
義
で
は
な
く
、
や
は
り
包
括
主
義
で
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
の
主
体
化
・
実
現
化
の

方
法
が
、
他
宗
教
や
宗
教
以
外
の
方
法
に
も
広
く
開
か
れ
る
可

能
性
を
認
め
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
は
、
多
元
主
義
に
か
な
り
接
近
し
た
立
場
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
す
べ
て
の
衆
生
の
成
仏
を
目
指
す
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
成
仏
と
い
う
仏
教
特
有
の
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
仏
教
の
立
場
か
ら
の
一
種
の
包
括
主
義
と
見
な
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
仏
教
の
目
標
で
あ
る
「
仏
」
を
、

よ
り
普
遍
性
の
あ
る
人
間
的
価
値
の
所
有
者
と
し
て
描
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
元
主
義
に
近
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。
筆

者
は
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
の
多
元
主
義
に
必
ず
し
も
全
面
的
に
賛

成
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
有
害
無
益
な
諸
宗
教
の
対
立
を
で
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き
る
だ
け
避
け
る
と
い
う
ヒ
ッ
ク
の
動
機
に
は
同
意
す
る
。

４　

結
び

　
『
法
華
経
』
の
一
仏
乗
の
思
想
は
、
万
人
の
成
仏
を
説
く
仏
教

史
に
お
け
る
画
期
的
な
思
想
で
あ
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
れ
は
、
原
始
経
典
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
釈
尊
の
悟
り
を
可

能
に
さ
せ
た
ダ
ン
マ
、
サ
ッ
ダ
ン
マ
の
普
遍
性
を
根
拠
と
し
て

構
想
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ダ
ン
マ
、

サ
ッ
ダ
ン
マ
の
普
遍
性
と
は
、
人
間
の
悟
り
の
可
能
性
に
つ
い

て
い
か
な
る
差
別
も
行
な
わ
な
い
。
釈
尊
が
ダ
ン
マ
に
つ
い
て
、

「
来
た
れ
、
見
よ
」
と
呼
び
か
け
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
普
遍
性
を
仏
教

内
部
か
ら
さ
ら
に
仏
教
の
外
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
仏
教
が
、
諸
宗
教
の
対
立
を
越
え
、
宗
教
が
広
く
人
類
に

貢
献
す
る
と
い
う
、
宗
教
本
来
の
使
命
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

率
先
垂
範
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

［
本
稿
と
関
連
す
る
拙
論
］

（
１
）『
法
華
経
』
に
お
け
る
常
不
軽
菩
薩
の
実
践
と
中
国
・
日
本
に

お
け
る
受
容
（『
東
洋
学
術
研
究
』
40
‐
２
、
２
０
０
１
・
12
、

70
‐
87
頁
）

（
２
）『
法
華
経
』
の
現
代
的
意
義
（『
東
洋
学
術
研
究
』
42
‐
１
、
２

０
０
３
・
７
、
55
‐
71
頁
）

（
３
）『
法
華
経
』
の
包
括
主
義
と
宗
教
的
寛
容
（『
東
洋
学
術
研
究
』

43
‐
２
、
２
０
０
４
・
12
、
１
１
０
‐
１
２
６
頁
）

（
４
）『
法
華
経
』
と
宗
教
間
対
話
（『
東
洋
学
術
研
究
』
45
‐
１
、
２

０
０
６
・
６
、
１
５
４
‐
１
７
１
頁
）

（
５
）『
法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
道
と
現
実
世
界
の
重
視
（『
東
洋
学

術
研
究
』
46
‐
１
、
２
０
０
７
・
５
、
86
‐
１
０
３
頁
）

（
６
）
釈
尊
の
中
心
思
想
と
『
法
華
経
』
の
特
色
（『
東
洋
学
術
研
究
』

48
‐
１
、
２
０
０
９
・
５
、
60
‐
75
頁
）

（
７
）『
法
華
経
』
に
お
け
る
地
涌
菩
薩
に
つ
い
て

│
現
実
世
界
へ

の
関
与
（『
東
洋
学
術
研
究
』
49
‐
１
、
２
０
１
０
・
５
、
１

５
１
‐
１
７
０
頁
）

（
８
）The Practice of B

odhisattva N
ever D

isparaging in the Lotus 
Sūtra and its R

eception in C
hina and Japan, The Journal of 

O
riental Studies 12 , 2002 .12 , pp. 104 -122 .

（
９
）The M

odern Significance of the Lotus Sūtra, The Journal of 
O

riental Studies 14 , 2004 .10 , pp. 95 -111 .

（
10
）Inclusivism

 and R
eligious Tolerance in the Lotus Sūtra, The 

Journal of O
riental Studies 15 , 2005 .12 , pp. 94 -108 .

（
11
）The Lotus Sūtra and the D

ialogue of R
eligions, The Journal 
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of O
riental Studies 16 , 2006 .10 , pp. 139 -155 .

（
12
）The B

odhisattva W
ay and Valuing the R

eal W
orld in the 

Lotus Sūtra, The Journal of O
riental Studies 17 , 2007 .10 , 

pp. 180 -197 .
（
13
）T

he C
ore of Śā kyam

uni B
uddha’ s Teachings and the 

D
istinctive Features of the Lotus Sūtra, The Journal of 

O
riental Studies 19 , 2009 .8 , pp. 36 -50 .

（
14
）The Bodhisattvas of the Earth in the Lotus Sūtra: Involvem

ent 
in the H

um
an Society, The Journal of O

riental Studies 20 , 
2010 .9 , pp. 108 -128 .

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
新
た
に
編
集
し
て
『
現
代
に
生
き
る
法

華
経
』（
第
三
文
明
社
、
２
０
０
９
年
）
を
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。

注（
１
）
一
仏
乗
の
思
想
ば
か
り
で
な
く
、
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
を
も
、

『
法
華
経
』
の
最
初
の
成
立
時
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
説

の
代
表
者
は
、
苅
谷
定
彦
氏
（『
法
華
経
一
仏
乗
の
思
想
』、
東

方
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
勝
呂
信
静
氏
（『
法
華
経
の
成
立
と

思
想
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
の
両
氏
で
あ
る
。
ま
た
、

筆
者
は
、
こ
の
二
つ
の
中
心
思
想
に
加
え
て
、
地
涌
の
菩
薩
の

思
想
を
加
え
た
い
と
考
え
る
。
地
涌
の
菩
薩
と
は
、『
法
華
経
』

に
登
場
す
る
神
話
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
、『
法

華
経
』
の
中
心
的
担
い
手
の
自
画
像
と
し
て
、『
法
華
経
』
に

登
場
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
涌
の
菩
薩
こ
そ
、
前
の
二

つ
の
中
心
思
想
、
信
仰
を
創
造
し
た
者
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
次
下
の
舎
利
弗
の
勧
請
と
一
大
事
因
縁
の
開
示
と
い
う
第
二
の

法
輪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
釈
尊
の
生
涯
に
お
け
る
梵
天
勧
請
と
初
転

法
輪
に
対
応
す
る
。

（
３
）『
法
華
経
』
化
城
喩
品
に
も
、「
大
通
智
勝
仏
の
寿
命
は
五
百
四

十
万
億
那
由
他
劫
で
あ
る
。
そ
の
仏
は
も
と
道
場
に
坐
し
て
、

魔
軍
を
破
っ
て
、
最
高
の
正
し
い
悟
り
を
ま
さ
に
得
よ
う
と
す

る
が
、
諸
仏
の
法
は
実
現
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
小
劫
、

乃
至
十
小
劫
の
間
、
結
加
趺
坐
し
、
身
心
は
不
動
で
あ
る
が
、

諸
仏
の
法
は
や
は
り
実
現
し
な
い
。
…
…
大
通
智
勝
仏
は
十
小

劫
を
経
過
し
て
、
諸
仏
の
法
が
や
っ
と
実
現
し
て
、
最
高
の
正

し
い
悟
り
を
完
成
し
た
（
大
通
智
勝
仏
寿
、
五
百
四
十
万
億
那

由
他
劫
。
其
仏
本
坐
道
場
、
破
魔
軍
已
、
垂
得
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
、
而
諸
仏
法
不
現
在
前
。
如
是
一
小
劫
、
乃
至
十
小
劫
、

結
加
趺
坐
、
身
心
不
動
、
而
諸
仏
法
猶
不
在
前
。
…
…
大
通
智

勝
仏
、
過
十
小
劫
、
諸
仏
之
法
乃
現
在
前
、
成
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
）」（T 9 . 22 b19 -c3

）
と
あ
る
よ
う
に
、
諸
仏
の
持
っ

て
い
る
優
れ
た
特
性
（
対
応
梵
語
はdharm

a

の
複
数
形
）
が
実

現
す
る
こ
と
を
、
悟
り
と
同
一
視
し
て
い
る
。

（
４
）
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
阿
羅
漢
の
悟
り
が

方
便
で
あ
る
こ
と
を
説
く
『
法
華
経
』
を
聴
聞
す
る
に
は
、
何

よ
り
も
増
上
慢
、
つ
ま
り
悟
り
を
得
て
い
な
い
の
に
悟
り
を
得

た
と
思
い
込
む
慢
心
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

（
５
）
も
し
す
べ
て
の
衆
生
が
平
等
に
成
仏
で
き
る
な
ら
ば
、『
法
華
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経
』
以
前
に
、
阿
羅
漢
や
縁
覚
を
到
達
目
標
と
す
る
声
聞
乗
・

縁
覚
乗
は
結
局
何
の
た
め
に
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
新
し
い
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、

声
聞
乗
・
縁
覚
乗
は
声
聞
・
縁
覚
の
宗
教
的
能
力
を
成
長
さ
せ

る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、

声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
三
種
類
の
教
え
が
あ
る
と
す
る

説
き
方
は
あ
く
ま
で
方
便
で
あ
り
、
真
実
に
は
一
仏
乗
し
か
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
で
は
開
三
顕

一
と
術
語
化
さ
れ
、
中
国
仏
教
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
で
あ
る

教
判
の
形
成
に
重
要
な
基
準
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）『
大
品
般
若
経
』
巻
第
十
二
、
無
作
品
、「
我
等
於
閻
浮
提
見
第

二
法
輪
転
」（T 8 . 311 b15 -16

）、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
十
三
、

聖
行
品
、「
我
於
昔
日
波
羅
城
、
為
諸
声
聞
転
于
法
輪
。
今
始

於
此
拘
尸
那
城
、
為
諸
菩
薩
転
大
法
輪
」（T 12 . 689 c5 -7

）
を

参
照
。

（
７
）『
法
華
経
』
の
中
に
は
、
日
月
灯
明
如
来
の
『
法
華
経
』
ば
か

り
で
な
く
、
化
城
喩
品
に
は
大
通
智
勝
仏
の
『
法
華
経
』、
提

婆
達
多
品
に
は
文
殊
菩
薩
が
龍
宮
で
説
く
『
法
華
経
』、
常
不

軽
菩
薩
品
に
は
威
音
王
仏
の
『
法
華
経
』
な
ど
が
出
る
。
ま
た
、

『
法
華
経
』
を
説
く
時
間
の
長
さ
や
分
量
（
偈
頌
の
数
に
よ
っ

て
経
典
の
長
さ
を
表
わ
す
）
に
つ
い
て
も
想
像
を
絶
す
る
数
字

が
出
る
。
た
と
え
ば
、
日
月
灯
明
如
来
は
六
十
小
劫
の
間
、
そ

の
弟
子
の
妙
光
は
八
十
小
劫
の
間
『
法
華
経
』
を
説
き
（
偈
頌

の
数
は
記
し
て
い
な
い
）、
大
通
智
勝
仏
は
八
千
劫
の
間
、
恒

河
沙
（
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
）
の
偈
を
説
き
、
そ
の
弟
子
の

十
六
人
の
沙
弥
は
八
万
四
千
劫
の
間
『
法
華
経
』
を
説
き
、
威

音
王
仏
は
二
十
千
万
億
（
二
十
と
一
千
と
一
万
と
一
億
を
乗
じ

た
数
。
億
は
十
万
の
単
位
と
も
千
万
の
単
位
と
も
い
わ
れ
る
）

の
偈
を
説
い
た
（
時
間
の
長
さ
は
記
し
て
い
な
い
）
と
さ
れ
る
。

（
８
）
一
乗
は
三
乗
（
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
）
と
相
対
し
て
説

か
れ
て
い
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
三
乗
の
な
か
の
菩
薩
乗
（
大

乗
）
は
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
の
二
乗
（
小
乗
）
と
相
対
的
な
関
係

に
立
つ
菩
薩
乗
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
乗
は
二
乗
と
菩
薩
乗

の
対
立
を
越
え
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

菩
薩
乗
と
仏
乗
を
単
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
法

華
経
』
の
立
場
か
ら
は
、
声
聞
・
縁
覚
は
自
ら
が
菩
薩
で
あ
る

こ
と
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
三
乗
の
な
か
の
菩
薩

も
、
声
聞
・
縁
覚
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
声
聞
・
縁
覚
も

菩
薩
の
道
を
歩
み
行
く
存
在
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
乗
の
な
か
の
声

聞
・
縁
覚
・
菩
薩
は
、
い
ず
れ
も
真
の
菩
薩
へ
と
自
己
転
換
を

要
請
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。

（
９
）
常
不
軽
菩
薩
の
語
り
か
け
る
相
手
は
、『
法
華
経
』
に
よ
れ
ば
、

仏
教
徒
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
対
象
を
拡
大
し
て
、
一

切
衆
生
の
成
仏
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
。

（
か
ん
の　

ひ
ろ
し
／
創
価
大
学
教
授
）


